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人
平
均
５
１
０
０
円
）と
、

若
干
の
成
果
は
得
た
も
の

の
、
非
正
規
社
員
の
ベ
ア

は
０
と
い
う
超
低
額
回
答

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

会
社
は
、
日
本
郵
便
が

今
年
度
赤
字
決
算
と
な

り
、
経
営
環
境
が
厳
し
い

と
強
調
し
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
黒
字
だ
っ
た
か
ら
と

賃
上
げ
し
た
事
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ

全
体
で
は
黒
字
で
あ
り
、

内
部
留
保
も
６
兆
円
を
超

え
要
求
に
応
え
る
体
力
は

十
分
に
あ
り
ま
す
。

郵
便
局
は
全
国
津
々
浦

々
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
郵

便
局
に
働
く
非
正
規
社
員

を
含
む
全
職
員
の
賃
金
を

引
き
上
げ
る
ス
ト
に
は
大

き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

�（
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
米
地
）

界
各
地
で
、
毎
年
５
月
１

日
に
労
働
者
を
中
心
に
全

世
界
の
勤
労
市
民
が
、
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
団
結
の
力
と
国
際

連
帯
の
意
思
を
示
す
大
統

社
と
交
渉
を
重
ね
ま
し

た
。
し
か
し
会
社
は
、
ベ

ア
１
・
１
％
、
非
正
規
社

員
は
ベ
ア
０
と
い
う
不
誠

実
な
回
答
し
て
き
た
た

め
、
３
月
１５
日
、
会
社
の

誠
意
の
な
い
対
応
に
抗
議

し
、
全
国
の
９
拠
点
２０
か

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
２４
春

闘
に
お
い
て
、
物
価
上
昇

に
見
合
う
賃
上
げ
、
ベ
ア

３
０
０
０
０
円
と
非
正
規

社
員
の
最
賃
引
き
上
げ
を

最
低
１
５
０
０
円
と
正
社

員
並
み
の
最
賃
引
き
上
げ

と
す
る
等
を
要
求
し
、
会

に
産
別
や
地
域
の
労
働
組

合
に
も
呼
び
か
け
を
し
、

総
勢
６５
名
で
「
医
療
従
事

者
の
増
員
を
！
」「
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
の
改
定

を
！
」「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
年
金
を
！
」「
マ
イ

ナ
保
険
証
の
廃
止
を
！
」

訪
問
、
天
神
パ
ル
コ
前
で

の
署
名
・
宣
伝
の
３
つ
の

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
行
動

し
ま
し
た
。

日
本
は
他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

諸
国
と
比
較
し
て
も
医
師

や
看
護
師
が
足
り
て
い
な

い
こ
と
、
安
全
安
心
の
医

療
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
大
幅
に
医
療
・
介
護

従
事
者
の
増
員
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
の
全
体

の
引
き
上
げ
の
必
要
性
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
訴
え
ま
し
た
。

宣
伝
・
署
名
行
動
で
は
、

畜
産
関
係
の
署
名
運
動
を

さ
れ
て
い
る
方
か
ら
お
互

い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
暖

か
い
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
医
療
団
労
組
　
河
谷
）

労働者の団結の力と国際連帯の大統一行動
＜第９５回福岡中央統一メーデー＞

３
月
１４
日
、
福
岡
医
療

団
労
働
組
合
は
、
産
別
統

一
行
動
と
し
て
、
１
時
間

の
昼
休
み
デ
モ
行
動
と
対

政
府
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
い

ま
し
た
。
昼
休
み
デ
モ
は

労
使
と
協
力
協
同
の
取
り

組
み
と
位
置
づ
け
、
さ
ら

な
ど
、
社
会
保
障

の
拡
充
を
訴
え
る

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
あ
げ
な
が
ら

千
代
地
域
を
デ
モ

行
進
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
対
政

府
ス
ト
ラ
イ
キ
で

は
、
福
岡
市
議
会

議
員
訪
問
、
福
岡

県
労
連
事
務
所
の

所
で
、
非
正
規

社
員
を
含
め
、

５８
名
の
組
合
員

が
職
場
で
ス
ト

ラ
イ
キ
に
突
入

し
、
要
求
の
実

現
と
前
進
を
求

め
ま
し
た
。
そ

の
後
の
交
渉
で

正
社
員
の
ベ
ア

１
・
７
％
（
一

一
行
動
で
あ
り
、
労
働
者

の
祭
典
で
も
あ
り
大
事
な

取
り
組
み
で
す
。
日
本
は

祝
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
日
本
以
外
の
多
く
の

国
は
祝
日
で
す
。
福
岡
で

は
北
九
州
、筑
豊
、筑
後
、

大
牟
田
な
ど
県
内
９
カ
所

で
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

労
働
者
の
要
求
を
掲
げ

メ
ー
デ
ー
に
参
加
を
！

メ
ー
デ
ー
は
１
８
８
６

年
、
シ
カ
ゴ
を
中
心
に
ア

メ
リ
カ
全
土
で
３４
万
人
の

労
働
者
が
８
時
間
労
働
制

第
９５
回
を
数
え
る
今
年

の
メ
ー
デ
ー
は
、
５
月
１

日
（
水
）
１０
時
００
分
か
ら

警
固
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
年
は
平
日
水
曜
日

開
催
の
メ
ー
デ
ー
に
な
り

ま
す
が
、
多
く
の
仲
間
に

参
加
し
て
楽
し
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
と
、
福
岡
県

春
闘
共
闘
に
加
盟
す
る
代

表
の
方
た
ち
が
多
忙
な

中
、
開
催
内
容
の
検
討
と

を
求
め
て
決
起
し
た
の
が

起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
第
１
回
メ
ー
デ
ー

は
３４
年
後
の
１
９
２
０

年
、
東
京
・
上
野
公
園
に

一
万
人
が
集
ま
っ
て
開
催

さ
れ
た
屋
外
集
会
で
す
。

日
本
の
労
働
者
も
世
界
の

労
働
者
と
共
に
８
時
間
労

働
制
の
要
求
を
掲
げ
、
平

和
の
要
求
も
掲
げ
て
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
長
時
間

労
働
を
な
く
し
て
人
間
ら

し
い
生
活
を
実
現
す
る
メ

ー
デ
ー
に
参
加
を
！

（
編
集
委
員
　
恵
藤
）

準
備
に
余
念
が
あ
り
ま
せ

ん
。
検
討
内
容
は
、
参
加

者
が
主
人
公
の
メ
ー
デ
ー

に
す
る
た
め
に
、
参
加
者

が
ア
ピ
ー
ル
す
る
プ
ラ
カ

ー
ド
や
ス
ピ
ー
チ
な
ど
の

時
間
の
設
定
や
、
メ
ー
デ

ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

労
働
者
の
祭
典�

�

県
内
９
カ
所
で
開
催

毎
年
５
月
１
日
に
開
催

〈
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
ス
ト
ラ
イ
キ
〉

全
国
の
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
の
た
め
に
も

〈
福
岡
医
療
団
労
組
ス
ト
ラ
イ
キ
〉

安
全
安
心
の
医
療
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

８
時
間
働
け
ば
誰
で
も
当
た
り
前
に�
�

暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を

さ
れ
て
い
る
メ
ー
デ
ー

は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世

福岡中央郵便局前でスト決行

千鳥橋病院から千代地域をシュプレヒコールでデモ行進
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偽
装
請
負
が
野
放
し�

に
さ
れ
て
い
る

集
会
は
市
民
団
体
や
労

働
組
合
か
ら
の
訴
え
が
行

わ
れ
、
福
岡
県
労
連
の
内

田
副
議
長
は
、
政
府
の
政

策
で
「
雇
用
に
よ
ら
な
い

働
き
方
」
の
拡
大
が
労
働

者
の
権
利
を
奪
っ
て
い
る

こ
と
に
言
及
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
夜
間
の
ラ
ー

メ
ン
店
、
う
ど
ん
店
の
店

員
を
委
託
請
負
契
約
で
働

か
せ
て
い
る
実
態
を
例
に

挙
げ
、
時
間
や
場
所
の
拘

束
が
あ
る
こ
と
、
指
示
命

令
が
会
社
側
に
あ
る
こ

と
、
メ
ニ
ュ
ー
・
食
材
・

調
理
器
具
の
指
定
が
あ
る

こ
と
な
ど
、
労
働
者
と
何

ら
変
わ
り
な
い
働
か
せ
方

治
体
の
公
務
員
人
件
費

が
、
１８
年
連
続
で
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
最
低
と
い
う
劣
悪
な
実

態
が
あ
り
ま
す
。

離
島
を
含
む
全
国
津
々

浦
々
の
地
域
に
あ
る
職
場

の
公
務
員
賃
金
の
最
低

は
、
全
国
地
域
の
９
０
０

万
人
の
労
働
者
の
賃
金
に

影
響
を
与
え
ま
す
か
ら
、

日
本
の
労
働
者
の
賃
金
が

こ
の
３０
年
で
世
界
最
低
な

こ
と
は
、
公
務
員
賃
金
が

低
い
こ
と
が
大
き
な
原
因

で
す
。

今
春
闘
で
は
、
日
本
郵

政
株
式
会
社
（
郵
便
局
）

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
夫
婦
（
複
数
人
）
で

契
約
し
て
い
る
こ
と
で
労

働
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め

な
い
悪
質
な
偽
装
請
負
企

業
が
野
放
し
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
紹
介
し
、
働
く

人
た
ち
の
権
利
を
守
る
た

め
に
労
働
組
合
が
奮
闘
す

る
決
意
を
訴
え
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
ツ
で�

パ
レ
ー
ド
大
盛
況

集
会
に
は
３
０
０
人
が

参
加
し
、
会
場
カ
ン
パ
は

７
６
，
２
４
４
円
集
ま
り

ま
し
た
。
集
会
後
は
、
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
や
キ
ャ

ッ
ツ
に
ふ
ん
装
し
た
若
者

た
ち
の
音
楽
に
合
わ
せ
て

デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
編
集
委
員
　
内
田
）

さ
ん
、
海
勢
頭
愛
さ
ん
、

島
田
路
沙
さ
ん
ら
が
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
沖
縄

の
民
謡
や
戦
争
を
題
材
に

し
た
歌
が
歌
わ
れ
ま
し
た
。

後
半
は
、
佐
賀
空
港
自

衛
隊
駐
屯
地
建
設
工
事
差

止
仮
処
分
の
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
仮
処
分

却
下
で
し
た
。
弁
護
団
の

東
島
弁
護
士
は
、「
今
回

の
仮
処
分
却
下
決
定
は
間

違
っ
て
い
る
」「
債
権
者

ら
の
共
有
持
分
権
が
あ
る

こ
と
か
ら
は
明
ら
か
」
と

言
わ
れ
即
時
抗
告
を
行
う

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
　
松
尾
）

だ
け
！
み
な
さ
ん
、
日
本

の
空
に
オ
ス
プ
レ
イ
を
絶

対
に
飛
ば
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
」
と
挨
拶
を
さ
れ
ま

し
た
。

平
和
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
沖
縄
よ
り
海
勢
頭
豊

賀
空
港
自
衛
隊

駐
屯
地
建
設
工

事
差
止
仮
処
分

の
却
下
決
定
の

報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

来
賓
の
原
口

一
博
衆
議
院
議

員
よ
り
「
欠
陥

機
オ
ス
プ
レ
イ

を
買
わ
さ
れ
て

い
る
の
は
日
本

３
月
３１
日
に
佐
賀
県
の

ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
川
添
に

て
オ
ス
プ
レ
イ
反
対
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
集
会
で
は
、
第
一
部

で
は
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
が

行
わ
れ
、
第
二
部
で
は
佐

〈
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
平
和
の
つ
ど
い
〉

自
民
党
の
裏
金
問
題
は
許
さ
れ
な
い
！�

�

政
治
を
変
え
よ
う
！

日
本
の
公
務
員
数
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
最
低

シール投票・
最賃の引き上げは急務

〈４・１０最賃ビッグアクション〉

〈
佐
賀
空
港
オ
ス
プ
レ
イ
反
対
集
会
〉

欠
陥
機
オ
ス
プ
レ
イ
買
わ
さ
れ
る
の
は
日
本
だ
け

○
第
９５
回
福
岡
県
中
央

　

統
一
メ
ー
デ
ー

　

５
月
１
日
（
水
）

　

開
場
９
：
３０
～

　

開
会
１０
：
００
～

　

パ
レ
ー
ド
１１
：
４０
～

　

警
固
公
園

○�

２
０
２
４
年
憲
法
施
行

記
念
福
岡
集
会

　

５
月
３
日
（
金
・
祝
）

　

１３
：
３０
～
１６
：
００

　

な
み
き
ス
ク
エ
ア

　

大
ホ
ー
ル

○�

第
９
回
消
費
税
減
税

　

大
学
習
会

　

６
月
２
日
（
日
）

　

１３
：
３０
～
１６
：
３０

　

天
神
ビ
ル
１１
階

　

１０
号
会
議
室

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

み
、
シ
ー
ル

投
票
で
は
、

多
く
の
若
者

参
加
し
、
路

上
が
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

結
果
か
ら
、

２
０
０
０
円

以
上
の
時
給

を
希
望
す
る

人
が
多
く
、

最
賃
引
き
上

げ
に
関
す
る

関
心
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

加
盟
組
合
か
ら
１５
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
　
内
田
）

福
岡
県
総
が
か
り
実
行

委
員
会
が
主
催
す
る
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
平
和

の
つ
ど
い
が
３
月
２４
日
、

警
固
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

公
的
部
門
職
員
の
合
計

で
、
日
本
は
公
務
員
数
に

独
立
行
政
法
人
や
国
立
大

学
法
人
な
ど
の
公
法
人
の

職
運
数
も
含
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
図
か
ら
、
日
本
の

公
務
員
数
の
割
合
が
世
界

で
比
較
し
て
最
低
な
こ
と

と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
３１
カ
国
平

均
１８
・
６
％
に
対
し
て
４

・
６
％
と
４
分
の
１
と
い

う
異
常
に
少
な
い
実
態
に

加
え
て
、
日
本
の
国
と
自

し
て
４
月
１０
日
、
博
多
駅

筑
紫
口
で
宣
伝
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
ビ
ラ
配
布
や

シ
ー
ル
投
票
に
も
取
り
組

福
岡
県
労
連
は
、
国
民

春
闘
共
闘
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
「
最
賃
ビ
ッ
グ
ア

ク
シ
ョ
ン
」
の
取
組
み
と

と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
式
会
社
の
勇

敢
な
労
働
組
合
が
ス
ト
ラ

イ
キ
で
闘
い
ま
し
た
。
全

国
津
々
浦
々
に
あ
る
労
働

者
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る

闘
い
は
重
要
で
す
。

ま
た
国
の
中
央
と
地
方

の
職
場
の
実
態
は
、
職
員

数
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る

長
時
間
労
働
、
遠
距
離
移

動
と
遠
距
離
通
勤
、
単
身

赴
任
、
通
勤
手
当
の
自
己

負
担
、
上
司
に
よ
る
パ
ワ

ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
が

蔓
延
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
職
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

し
た
。
実
行
委
員

会
を
代
表
し
て
福

岡
県
民
医
連
の
洗

川
事
務
局
長
か
ら

あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
政
府
の
能
登

半
島
地
震
の
不
十

分
な
対
応
と
自
民

党
の
裏
金
問
題
を

厳
し
く
指
摘
し
、

政
治
を
変
え
よ
う

と
訴
え
ま
し
た
。

「
経
済
協
力
開
発

機
構
＝
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
発
展
と
福
祉

の
促
進
を
目
的
と
し

た
先
進
国
）」
加
盟

国
３１
国
中
、
総
雇
用

者
数
に
占
め
る
公
務

員
数
の
割
合
が
最
低

の
国
が
日
本
と
い
う

実
態
が
上
図
で
す
。

上
図
は
２
０
２
１
年

の
各
国
の
国
家
公
務

員
、
地
方
公
務
員
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

デ
ン
マ
ー
ク

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

エ
ス
ト
ニ
ア

リ
ト
ア
ニ
ア

フ
ラ
ン
ス

ラ
ト
ビ
ア

イ
ス
ラ
エ
ル

カ
ナ
ダ

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

ハ
ン
ガ
リ
ー

ス
ロ
バ
キ
ア

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

か
国
平
均

ベ
ル
ギ
ー

ポ
ー
ラ
ン
ド

チ
ェ
コ

ス
ロ
ベ
ニ
ア

オ
ー
ス
ト
リ
ア

イ
ギ
リ
ス

ス
ペ
イ
ン

ギ
リ
シ
ャ

ポ
ル
ト
ガ
ル

ア
メ
リ
カ

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク

メ
キ
シ
コ

イ
タ
リ
ア

ト
ル
コ

オ
ラ
ン
ダ

ド
イ
ツ

韓
国

日
本

日本の公務員数はＯＥＣＤ最低、３１か国平均の４分の１
ー総雇用者数に占める公務員数の割合ー

％

平和コンサートで歌を披露する島田路沙（左）
海勢頭豊さん（中）海勢頭愛（右）

博多駅筑紫口でシール投票に応える学生たち

雨の中、警固公園に集まる参加者


